
現在の担い手の耕作状況 将来の農地活用

特定農業振興ゾーン 宇陀市伊那佐東部地区(51.5ha)

・高原野菜（ミズナ、ホウレンソウ、コマツナ等の
軟弱野菜）を中心に有機野菜やダリア、水稲を栽培
・全国レベルで優良とされる農業法人等多様な担い手
の確保が見込まれる地域
・関係３集落が連携し組合を設立し、農地、水路、農道
ため池等の保全管理を実施 ・高収益作物（軟弱野菜や有機野菜、ダリア等）の

作付面積拡大、品質向上
・大和高原南部土地改良区と連携し、農地中間管理事業
による、多様な担い手への農地集積
・スマート農業の導入や基盤整備による生産性向上

水土里ネット奈良農地地図情報システム（GEOSPACE航空写真）引用

施設園芸ゾーン

施設園芸（軟弱野菜、有機野菜）の
生産拡大

国営整備農地ゾーン

国営事業で整備された農地を活用し、
高収益作物(軟弱野菜、有機野菜、ダ
リア等)の生産拡大


